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主将挨拶 

 今年の東大戦は東大駒場グラウンドにて１０月７日に行われます。 

昨年まで５連勝と良い流れで来ているこの対校戦ですが、第８０回記念大

会となる今大会は両校の実力はほぼ互角であろうと思われます。決して受身

になること無く、挑戦者の心構えでこの試合に臨みます。女子も昨年同様に

優勝が目標となりますが、来年以降を見据えて下回生の奮起が期待されます。 

 蒼穹会の皆様には是非脚を運んで頂きたく思います。ご声援よろしくお願

いいたします。 

京都大学陸上競技部主将   萩澤 佑樹 

 

 

監督挨拶 

今年は 10 月 7 日に東大戦が行われます。 

現在5連覇中の男子は、事前ランキングでは戦力が拮抗している状態です。

七大戦では東大の主力の不振が目立ちましたが、今回は必ず復調してくるこ

とでしょう。それに対し、京大は 4 回生の気力の無さが目立ちます。今の状

態のままだと勢いに押されて大敗するのではないかというのが現状です。こ

こからどのような状態に持っていくかは本人達次第ですが、個人的にも 6 連

覇を達成してほしいという思いが強くありますので何とか良い方向に流れを

持っていけるように努力したいと思います。 

一方、昨年初勝利をあげた女子ですが、今年は勝って当たり前の状況です。

しかし対校戦は何が起こるか分かりません。気を抜くことなく自分達の力を

全て出し切って完全勝利を達成してほしいと思います。 

当日は東大の駒場グラウンドが会場となりますので、遠方ではありますが、

なるべく多くの蒼穹会の方々に足を運んでいただきご声援をいただければと

思います。 

 

京都大学陸上競技部監督   石田 真大 
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・東大戦日程 

2007 年 10 月 7 日(日) 東京大学 駒場キャンパス第一グランド 

 

10:00 開会式 

トラックの部  フィールドの部 

10:30 男子 １００ｍ  10:30 男子 走高跳 

10:35 女子 １００ｍ   男子 ハンマー投 

10:45 男子 １５００ｍ      

11:00 男子 １１０ｍH      

11:15 男子 ５０００ｍＯＰ  11:30 男子 走幅跳 

12:05 男子 ４００ｍ   女子 走幅跳 

12:10 女子 ４００ｍ  11:45 男子 円盤投 

12:30 男子 ４×１００ｍR      

12:45 男子 ８００ｍ      

12:50 女子 ８００ｍ      

12:55 男子 ８００ｍＯＰ      

13:15 男子 ２００ｍ  13:15 男子 棒高跳 

13:20 男子 ２００ｍＯＰ      

13:40 男子 ４００ｍH  13:30 男子 砲丸投 

14:00 女子 ３０００ｍ   女子 砲丸投 

14:20 男子 ５０００ｍ  14:00 男子 三段跳 

14:50  女子 ４×１００ｍR   男子 やり投 

15:00 男子 ４×４００ｍR        

15:30 閉会式 
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東大戦展望 
 

～短距離～ 

100m 

七野 雅史 (4)   11.05 
大野 敦史 (4)   11.12 
吉田 繁治 (1)   11.01 
 
今大会一発目のレースには今年の京大短距離を引っ

張ってきた3 人が挑む。七野と大野は七大戦後やや調
子を落とした時期もあったが、実力的には東大の1 番
手以外には負けていないので最低でも 2，3 位は確保

しておきたい。この 2人を脅かす存在のルーキー吉田
は七大戦での怪我が尾を引き、満足な練習ができてい
ない。本番までに好調を取り戻せばこの種目の勝ち越
しは確実だろう。 
 

200m 

七野 雅史 (4)   22.54 
久保 慶護 (2)   21.93 
吉田 繁治 (1)   22.32 
 

100mに続き 200m にも出場する七野本人は自らを
「体力がない」と謙遜するがそんなことはない。ベス
ト付近の記録で走ることができれば十分 2 位、3 位を
狙える。久保は今年に入って 21 秒台を出し、七大戦

の200m決勝でも激闘を演じ競り合いの経験も十分に
ある。本番では貫禄の走りで東大勢を大きく引き離し
てゴールしてもらいたい。吉田は 200mでも伸び盛り
の時期にある。前半の100mで勢いに乗って久保と競
りながらホームストレートに入ってくれば理想的であ

る。 
 

400m 

大野 敦史 (4)   49.74 
藤崎 淳  (4)   50.65 
押野 泰平 (3)   50.40 
 
大野は七大戦が終わってから短長に混ざり、体力練

習を積んできた。今年の 6 月には 49 秒台に突入し、

展開次第ではトップでゴールすることも可能である。
藤崎は研究室から解放されて以来練習量が増え、本来
の走りが戻りつつある。この種目の勝ち越しのために
東大の 2，3 番手にはしっかりと勝っておきたいとこ
ろ。押野は短距離チーフに就任して以来不調に悩まさ

れているが、スピードは戻っているので夏シーズンの
疲労を抜けば不安はないと思われる。 
 

110mH 

前川 真彦 (5)   16.22 
金村 進介 (4)   NR 
萩澤 佑樹 (4)   NR 
 
ハードルへの恐怖心を持たない前川は今年の七大戦

でもこの種目のベストを更新し、試合勘が冴え渡って
いる。本番のレースでは前半から攻めてベストの近い

東大の 3番手を下して欲しい。萩澤に関してはもはや
何も言うことはない。110mH のプロフェッショナル
である彼はきっと東大の尾崎との競り合いを制してく
れるだろう。金村はこの種目、大学に入って 2回目の
出場となるがハードリングは光るものがある。1 台目

を上手くこなせれば好記録の可能性がある。 
 

400mH 

前川 真彦 (5)   54.77 
井上 智志 (4)   54.48 
岡本 京祐 (2)   56.63 

 
110mH から 800m までをソツなくこなすミドルハ

ードラー前川は体力・ハードリングともに昨年よりも

キレを増しており、多種目出場ではあるが優勝候補の
一人である。一昨年の東大戦において水谷・白方に見
守られながら先頭でゴールラインを切った井上。今年
はこの種目の 2連覇を目指す。現在のところ東大には
敵がいないので、事実上前川との一騎打ちになると予

想される。今年に入ってようやく持ち味を出しつつあ
る岡本。ここは是非とも前川・井上の先頭争いに割っ
て入って東大の 1番手を抑えてスコンクといきたい。 
 

4×100mR 

大野 敦史 (4) 
七野 雅史 (4) 
有山 啓史 (3) 
三甲野裕介 (3) 
久保 慶護 (2) 
吉川 直樹 (2) 
吉田 繁治 (1) 
 
絶対に落とせないレースの一つであるこの種目には

大野→七野→久保→吉田のオーダーで臨む。吉田の調
子が万全ではないが補欠には有山・吉川が控えており、
層は厚い。各個人が実力を発揮できれば楽な展開に持
ち込めるが、東大との差はほぼ無いと言っても過言で
はないので少しのミスが命取りになる。激しい競り合

いが予想されるリレーだが、ここをしっかりと制して
トラック優勝への弾みをつけてもらいたい。 
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4×400mR 

前川 真彦 (5) 
大野 敦史 (4) 
高瀬 雄一郎(4) 
井上 智志 (4) 
藤崎 淳  (4) 
佐藤 翔士 (3) 
押野 泰平 (3) 
 
この種目ではここ数年敗北とは縁がないが、対校戦

の最後を飾るということもあり今年も負ける訳にはい
かない。東大で最も警戒すべきは 47 秒の自己ベスト
を持つ兵頭である。彼をどこまで抑えられるかが勝負

のキーなる。今年の七大戦では惜しくも後塵を拝した
が、この大会では確実に勝っておきたい。 
 

女子100m 

早瀬 紗也佳(3)   13.08 
冨田 夏希 (2)   13.22 
 
今シーズンは怪我に悩まされた早瀬だが、七大戦後

は着実に練習を積んで対校戦でも結果を残している。

実力通りに走れば1 位は堅い。冨田は今年の七大戦で
ベストを更新し、今や早瀬に並びかけるほどの勢いで
ある。東大の 1番手よりも持ちタイムが上なのできっ
ちりと 2位を確保し、あわよくばもう 1つ上の順位も
狙って欲しい。 
 

女子400m 

広瀬 亜由美(2)   69.44 
福谷 彩織 (1)   NR 
 
広瀬は先日の記録会で 69 秒台の記録を残している

が、400m の試合経験が少ないのでまだまだ伸びる余
地がある。東大の 64 秒台の選手を追う展開になると
予想されるが最後まで粘って少しでも差を詰めてもら

いたい。福谷は800mの選手なのでこの種目での実力
は未知数である。前半から積極的に攻めるレースを期
待したい。 
 

4×100mR 

河合 春菜 (4) 
林  奈央 (4) 
早瀬 紗也佳(3) 
広瀬 亜由美(2) 
冨田 夏希 (2) 
 
河合→早瀬→広瀬→冨田の必勝オーダーで挑む。今

シーズンは安定して 53 秒台のタイムを出し七大戦で
は東大に先着しているものの、そこまで余裕のあるタ
イム差ではない。バトンを確実につないで強い京大を
象徴するようなレースを見せてもらいたい。 
 

～中距離～ 

800m 

前川 真彦 (5)   1.54.21 
佐藤 翔士 (3)   1.54.75 
小林 弘尚 (2)   1.58.86 
 
 前川は卒論のために多忙な毎日を送り思い通りの練
習はできていないようだ。ただ直近の試合でもそう悪

い結果は出ていないので、本番でも期待通りの走りを
してくれるだろう。これが本人にとって最後の対校戦
となるので有終の美を飾ってほしい。佐藤はシーズン
の疲れが出てくるころであるが、合宿後の同志社戦、
西カレと結果を出し、好調を維持しているといってい

いだろう。油断せずにきっちりと優勝を狙いにいって
ほしい。小林(弘)は七大戦以降なかなか調子が上がっ
てこなかったが、練習を見る限り復調しつつある。今
回は６点制の試合なので１点でも多く取るという目標
を持って頑張ってほしい。 
 

1500m 

小山 裕之 (2)   4.04.72 
小山 俊之 (1)   3.58.56 
鈴木 達哉 (1)   4.14.23 
 
小山(裕)は同志社戦で大学ベストを出した後は駅伝

に向けて長距離練に力を入れており、本番が久々の
1500mとなる。ただ好調は維持しているので問題はな

いであろう。東大勢は 3分台が 2人、もう 1人も4 分
1 秒の記録を持っておりハイレベルな戦いが予想され
るが何とか優勝争いに絡んでいってほしい。小山(俊)
は長距離練が中心となっておりスピードに不安があっ
たが、先日の西カレで大学ベストを出し、不安を一掃

した。前述の通りハイレベルな戦いが予想される。七
大戦で勝っているものの油断せずに挑んでほしい。鈴
木(達)は同志社戦に続いて2度目の対校戦出場となる。
持ちタイムでは厳しい戦いが予想されるが1 点でも多
くとるつもりで積極的な走りをしてほしい。 
 

女子800m 

片山 裕美子(3)   2.49.81 
福谷 彩織 (1)   2.33.85 
 
 片山は多忙の中練習に取り組んでいる。本職の 800
ｍではなかなかタイムが出ないみたいだが、400ｍの
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記録を見る限り、後は試合の流れのように思える。本
番では東大勢にしっかり着いていってシーズンベスト
はぜひ更新してほしい。福谷はマイペースにこつこつ
と練習をこなしている。練習を見る限り、入部当初に

比べるとやはり力は戻ってきているようだ。片山同様
うまく東大勢を使って、大学ベスト更新を目指してほ
しい。 
 

～長距離～ 

5000m 

近藤 学宏(3)   15.06.09 
小山 裕之(2)   15.21.64 
小山 俊之(1)   15.18.43 
 
5000ｍには、近藤、小山裕之、小山俊之が出場する。

この種目は、近年東大の松本、石原に辛酸をなめさせ

られてきたが、今年は勝つチャンスがありそうだ。三

回生エースの近藤は9月中旬の記録会では調整無しで

自己ベストを出し、調子が上向きだ。また、小山裕之

も同じ記録会で大学ベストを出して好調をアピールし

た。持ちタイム以上に勝負強さがあり、期待できる。

小山俊之は七大で1500を勝つなど実力は十分。まだ絶

好調ではなさそうだが、大きな試合の経験も多く、う

まく調整できるだろう。東大側も決して侮ることの 

できない強敵である。自分たちのレースに持ち込んで、

得点で勝ちたい。 

 

女子3000ｍ 

中村 有里 (4)   12.19.25 
森山 友紀子(1)   12.29.27 
 

中村と森山が出場する。中村は今シーズンあまり調

子は良くはないが、しっかり調整していい走りを見せ

てほしい。最後の対校戦となるので、熱い走りをして

くれるだろう。森山は夏合宿でも充実した練習ができ

たし、九月に入ってからもきちんと練習をつめている

ので少しでも自己ベストに近づける走りをしてもらい

たい。 
 

～跳躍～ 

走高跳 

三浦 裕介 (3)   1m83 
皆川 広太 (2)   1m70 
巳波 壮馬 (1)   1m75 

 
七大戦と同じメンバーで挑む。暗く長いトンネルか

らなかなか抜け出せない今年のハイジャンプ陣。今回

は戦力的にこちらに分があるので、しっかり勝ち越し

てもらいたい。 
 

棒高跳 

萩澤 佑樹 (4)   3m40 
三浦 裕介 (3)   3m70 
小西 康晴 (1)   3m40 
 
長期休養明けの萩澤は腰に痛みを抱えての出場とな

り、何とかして東大 3番手には勝ちたいところ。故障
も回復し順調に練習の積めている三浦は、さらなる自
己記録の更新に挑む。小西は練習の感触は良いような
ので、ここまでの結果は気にせず自己ベストを狙って
欲しい。 
 

走幅跳 

三浦 裕介 (3)   NR 
谷口 康晴 (2)   6m64 
高棹 真介 (1)   6m02 
 
記録的に苦戦を強いられそうなこの種目。三浦のバ

ネを最も発揮できる種目は案外この種目かもしれない。
6m50 を跳べばスコンクを防ぐ可能性はあるはず。こ

の中で持ち記録の一番高い谷口も七大戦で痛めた足が
なかなか治らず、一発にかけることになりそうだが彼
の勝負強さに期待。高棹は実力的にやや厳しいが、来
年以降のためにも飛躍のキッカケを掴んでもらいたい。 
 

三段跳 

吉良 佳晃 (4)   14m51 
秋山 源  (2)   13m30 
高棹 真介 (1)   12m71 
 
幅跳と同じく苦戦が予想される。しかし、三段跳に

は吉良がいる。脈々と受け継がれてきた 14m ジャン
パーの末裔としての誇りを見せるだろう。14mジャン
パーの系譜を再びつなげていく為にも、ここらで秋山

の飛躍が必要となる。まずは 13m 後半の記録を。そ
して、高棹は13m台の記録を。 
 

女子走幅跳 

早瀬 紗也佳(3)   5m10 
冨田 夏希 (2)   4m83 
 
ジャンプパート全体として最もスコンク勝ちの可能

性が高い種目。早瀬の勝ちは堅い。優勝に加えて自己

ベスト付近の記録が欲しい。冨田には目前に迫ってい
る 5mを手中に収めて欲しい。 
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～投擲～ 

砲丸投 

山本 貴之 (4)    9m20 
嶋田 研志郎(2)   11m35 
佐藤 慎祐 (2)   10m34 
 
山本は、七大戦後休養期間に入っていたので、身体

の疲労は完全に抜け切っているであろう。上手く勘を

取り戻せるかが勝負の鍵となる。嶋田は七大が終わっ
てから、農Ｇで姿を見なかったが、独自のメニューで
練習してきた。東大戦は、七大よりも涼しくなると思
われるので、嶋田にとってはより投げやすいであろう。
自己ベストを期待したい。佐藤は先日行われた同志社

戦で自己ベストを出し、波に乗っている。また最近、
新たなトレーニング法にも着手しており、大幅に自己
ベストを更新してくれるだろう。この種目は、東大勢
で 11ｍ前後の選手が 2人いるが、京大の1,2 位はほぼ
固いと思われる。佐藤が東大の一番手を食えるか。 
 

円盤投 

吉崎 敬祐 (5)   32m90 
三浦 裕介 (3)   28m09 
佐藤 慎祐 (2)   32m63 
 
吉崎は、9 月に入ってから毎日のように投げ込んで

きた。その練習でのアベレージは 33 ぐらいと調子は
高い位置で維持できている。この試合が最後の対校戦

になるであろう。吉崎の投げに注目である。三浦は春
シーズンに足を痛めてから各種目ともあまり覇気が見
られなかったが、9 月に入って、精力的に走練に取り
組んで下半身を強化してきた。円盤の投げに上手くい
かせるか。佐藤は、これまで大舞台で記録を大幅に更

新してきた。今回も大舞台での勝負強さ発揮してくれ
るだろう。七大戦で勝てなかった先輩の吉崎を倒せる
か。この種目は、東大勢が 30m 前後にかたまってお
り、1,2 位は固い。三浦が東大勢を倒せるか。 
 

ハンマー投 

吉崎 敬祐 (5)   30m45 
加納 侑直 (3)   34m36 
佐藤 慎祐 (2)   32m10 
 
吉崎は 9月のハードトレーニングにより、自己ベス

ト更新に期待できる。加納・佐藤の二人を引っぱって
いってほしい。加納は最近、対校戦で力を発揮できて
いない。記録会のときのような動きで自己ベストを更

新できれば、京大勢が盛り上がるだろう。佐藤は先日
の同志社戦で自己ベストを大きく更新し、この種目で
も調子がいい。先輩二人を刺激し三人でいい流れを作

っていってもらいたい。この種目は東大勢が 35,36m
くらいに 2人いるので、順位が全く読めない。いい流
れを作って上位を独占したい。 
 

やり投 

山本 貴之 (4)   53m43 
佐藤 慎祐 (2)   53m21 
秋山 源  (2)   43m26 
 
山本は、9 月に入ってから練習が積めていないが、

佐藤に七大戦で負けた悔しさをバネに本番にはきっち
り合わせてくるだろう。佐藤に勝って先輩の意地を見
せられるか。秋山は、独自のメニューで練習してきた。

高校のときの自己記録(47m)を更新してほしい。佐藤
は、9 月は脂肪燃焼と体幹強化に取り組んできた。上
手く助走につなげることができるか、お祭り男に期待。
この種目は、東大勢が 60ｍに一人、50 前後に 2 人い
る。2,3 位を獲得できるかがポイントとなる。 
 

女子砲丸投 

河合 春菜 (4)   6m59 
野尻 真裕美(3)   6m76 
 
河合は久しぶりの砲丸出場。持ち前の下半身の強さ

で自己ベストを更新してほしい。野尻は、七大戦で悔
しい思いをした。その思いをバネに 9月は砲丸投げの
練習をしっかりこなしてきた。調子はまだあがってい

ないが、試合で上手くピークを合わせ 7ｍ投げてほし
い。この種目は東大に 7ｍが一人いるのでその選手が
倒せるかがポイントとなる。
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・第 45 回近畿地区国立大学体育大会陸上競技 

（8/12 西京極陸上競技場） 
 

男子総合成績 
 

1 位 大阪教育大 131.5 点 
2 位 大阪大  118 点 
3 位 神戸大  109 点 
5 位 京都大  66 点 

 
 

女子総合成績 
 

1 位 京都教育大 171.5 点 
2 位 大阪教育大 118 点 
3 位 神戸大  56 点 
4 位 京都大  22.5 点 

 
 
▼100m     

松井 延行 予 11.09 +0.9  

 4 位 11.24 -2.1  

石田 真大 予 11.12 +0.6  

 7 位 11.37 -2.1  

▼200m     

久保 慶護 予 22.56 +1.4  

 5 位 22.48 +0.6  

高瀬雄一郎 予 22.95 +1.0  

吉川 直樹 予 23.12 +1.1 PB 

▼400m     

岡本 英也 予 50.70   

 3 位 50.21  PB 

鈴置 航央 予 54.49   

上田 道久 予 55.00   

▼800m     

葭中  聡 予 2.02.59   

 5 位 2.02.22   

野田 崇洋 予 2.05.21   

田中 翔吾   2.08.46  PB 

▼1500m     

小山 裕之 予 4.15.84   

 5 位 4.09.01   

小野山博之  予 4.30.35   

小島 慎平 予 4.51.87  ♪ 

▼5000m(タイムレース決勝) 

菊川 信人  16.41.16   

大澤健太郎  17.15.80   

▼110mH     

前川 真彦 予 17.77 +0.7  

▼400mH     

水谷 太郎 予 55.91   

 優勝 52.80   

井上 智志 予 57.74   

 8 位 66.82   

岡本 京祐 予 59.60   

▼3000mSC     

山田  唯  5 位 9.59.48   

山本  直  10.18.73   

鈴木 大河  11.34.79  ♪ 

▼スウェーデンリレー 

松井-石田-久保-水谷 3 位 1.57.75 ⑤ 

▼走高跳     

脊戸 和寿  1.75   

皆川 広太  NM   

▼棒高跳び     

小西 康晴 7 位 3.40  CB 

加納 侑直  3.00  PB 

▼走幅跳     

杉本 昌大 4 位 6.65 +0.8  

高棹 真介  5.65 -1.3  

▼三段跳     

秋山  源  13.27 -1.4  

藤本 心太  12.10 -0.6  

高棹 真介  NM   

▼砲丸投     

嶋田 研志郎 6 位 11.01   

加納 侑直  NM   

▼円盤投     

佐藤 慎祐  5 位 31.92   
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松田 俊  28.23   

皆川 広太  24.95   

▼ハンマー投     

田中 聡一 3 位 45.95   

木村 克也 8 位 35.51   

▼やり投     

松田 俊 8 位 55.85   

佐藤 慎祐   48.92   

秋山  源  44.21  CB 

▽100m     

森村あかね 予 15.02 不明  

▽200m     

冨田 夏希  予 27.96 +0.7  

 8 位 28.25 -2.8  

▽800m     

福谷 彩織   2.36.39   

片山裕美子  2.48.52   

▽1500m(タイムレース決勝) 

森山友紀子  5.32.69  ♪ 

中村 有里  5.48.50   

▽100mH 

廣瀬亜由美 5 位 18.27 -1.1 PB⑨ 

▽4×100mR     

河合-早瀬-廣瀬-冨田 5 位 53.24  

▽走高跳     

早瀬紗也佳 3 位 1.40   

河合 春菜 4 位 1.40   

▽走幅跳     

森村あかね 8 位 4.49 +1.8  

▽砲丸投     

野尻真裕美 8 位 6.63   

▽やり投     

早瀬紗也佳 8 位 26.77   

野尻真裕美  19.47   
 

第 76 回同志社大学・京都大学対校陸上競技大会   

                    (8/20 太陽が丘陸上競技場) 
 

総合成績 
 

1 位 同志社大 69 点(Ｔ36 点 Ｆ33 点) 
2 位 京都大  35 点(Ｔ20 点 Ｆ15 点) 

 
 
対校の部     
▼100m     
久保 慶護 3 位 11.20 -0.5  

吉川 直樹  11.56 -0.5  

有山 啓史  11.82 -0.5  

▼200m     

久保 慶護 3 位 22.74 -1.8  

吉川 直樹  23.81 -1.8  

三甲野裕介  24.14 -1.8  

▼400m     

高瀬雄一郎  51.24   

押野 泰平  52.70   

田所 竜翔  54.82  ♪ 

▼800m     

佐藤 翔士 優勝 1.57.30   

小林 弘尚  2.02.55   

小山 裕之   2.08.70   

▼1500m     

小山 裕之  優勝 4.04.72  CB 

小山 俊之 2 位 4.05.61   

鈴木 達也  4.21.98   

▼5000m     

前田 達朗 優勝 16.15.22   

櫻井 研吾 2 位 16.39.27   

慶田 雄介 3 位 16.46.94   

▼110mH     

前川 真彦  17.55 -1.7  

井上 智志  DNF -1.7  

▼400mH     

井上 智志 2 位 55.14   

前川 真彦  57.81   

岡本 京祐  60.10   

▼4×100Ｒ     

吉川-久保-有山-三甲野 2 位 43.55  

▼4×400Ｒ     

押野-佐藤翔-前川-高瀬 2 位 3.26.05  

▼走高跳     

三浦 裕介  NM   

皆川 広太  NM   

▼棒高跳     

三浦 裕介 3 位 3.40   

小西 康晴  NM   
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▼走幅跳     

吉良 佳晃 2 位 6.32 +0.7  

谷口 康晴   6.17 +0.7  

高棹 真介  5.97 +0.2  

▼三段跳     

吉良 佳晃 優勝 14.19 +0.5  

秋山  源 3 位 13.01 +1.2  

高棹 真介  12.57 +1.9  

▼砲丸投     

嶋田研志郎 優勝 10.93   

佐藤 慎祐 3 位 10.43  PB♪ 

皆川 広太  8.33  ♪ 

▼円盤投     

佐藤 慎祐   30.03   

皆川 広太  27.23  PB 

宿院  享  21.45  PB♪ 

▼やり投     

佐藤 慎祐   48.80   

高瀬雄一郎  38.14   

宿院  享  32.23  PB♪ 

▼ハンマー投げ    

佐藤 慎祐  優勝 36.10  PB 

嶋田研志郎  22.70   

宿院  享  13.05  PB♪ 

     

オープンの部 

▼100m     

杉本 昌大   11.24 -0.9  

松井 延行   11.26 -0.9  

石田 真大   11.44 -0.9  

▼200m     

杉本 昌大   22.82 -1.3  

松井 延行   23.38 -2.1  

▼1500m     

山本  直  4.24.24  PB 

▽100m     

早瀬紗也佳  13.35 -2.2  

▽4×100Ｒ     

冨田-早瀬-廣瀬-林 54.46   

▽4×400Ｒ     

冨田-森山-横田-福谷 4.28.32  ② 

▽走幅跳     

早瀬紗也佳  4.87 +0.5  
河合 春菜  4.25 +0.8  

冨田 夏希   NM   

▽やり投     

野尻真裕美  19.12   
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個人戦・記録会などの結果 
(7 月14日～9月 9日) 

 
第 4 回京都陸協記録会(8/7 西京極) 

▼100m     

萩生 翔大  11.75 +1.1 ♪ 

三甲野裕介  11.79 -1.1  

脊戸 和寿  12.17 -1.4  

▼200m     

三甲野裕介  23.44 -0.6  

萩生 翔大  23.88 -0.8  

前川 真彦  24.22 -0.8 ♪ 

▼400m     

前川 真彦  50.83  PB 

▼走高跳     

脊戸 和寿  1.70   

▼三段跳     

高棹 真介  12.71 +1.4 ♪ 

藤本 心太  12.20 +1.5 ♪ 

▽400m     

廣瀬亜由美  69.44  ♪ 

▽三段跳     

森村あかね  10.10 +0.9 PB⑤ 

     
第 6 回京都陸協記録会(9/1 西京極) 

▼100m     
大野 敦史  11.35 -0.4  

石田 真大   11.48 -1.6  

高瀬雄一郎  12.02 -1.5  

三甲野裕介  12.02 -2.4  

▼400m     

水谷 太郎  49.10   

佐藤 翔士  50.62   

藤崎 淳  50.65   

井上 智志  52.59   

久保 慶護  54.21  CB 

▼800m     

小野山博之  2.04.30   

上田 道久  2.04.85  PB 

野田 崇洋  2.05.65   

▼1500m     

前川 真彦  4.33.42   

▼3000m     

小山 俊之  8.49.56  ♪⑦ 

前田 達朗  8.57.21  ♪⑫ 

坂本 剛  9.12.24  ♪⑯ 

山田 唯  9.12.57  ♪⑰ 

櫻井 研吾  9.16.34  ♪⑳ 

二見 隆亮  9.54.84   

▼円盤投     

吉崎 敬祐  32.47   

▽100m     

早瀬紗也佳  13.56 -2.3  

▽走幅跳     

早瀬紗也佳  4.87 +1.0  

     
第 4 回尼崎中長記録会(9/7 尼崎) 

▼3000m     
小林 啓人  9.30.5  ♪ 

菊川 信人  9.32.9  ♪ 

▼5000m     

松下 亮祐  17.12.8  ♪ 

     
2007 チャンピオンシップ(9/7-9/9 平塚) 

▼800m(タイムレース決勝) 

岡本 英也  1.54.30   

前川 真彦  1.57.40   

水谷 太郎  2.00.06   

▼1500m(タイムレース決勝) 

岡本 英也  4.00.00   

▼110mH     

水谷 太郎 予 15.16 +1.1  

▼10000mW     

廣江 悠 2 位 45.12.73  大会新 

     
近畿選手権(9/8-9/9 紀三井寺) 

▼800m     
佐藤 翔士 予 1.58.65   
▼400mH     
井上 智志 予 55.63   
 7 位 55.05   
▼3000mSC     
佐藤 章徳 3 位 9.10.95   
▼4×100Ｒ     
松井-杉本-石田-大野 予 ----  
  優勝 41.56 ④ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

記号の見方 
  ▼：男子種目   ▽：女子種目 
  予：予選     準：準決勝   
順位：決勝の順位  Ⅱ：2次レース 
 PB：自己新記録  CB：大学での自己新記録 

  ♪：デビュー戦 
蒼穹新：蒼穹新記録 

○ ：蒼穹ランク(記録を出した時点、20位まで) 
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http://www.kusu.kyoto-u.ac.jp/̃athletic/
http://tandfkyoto.web.fc2.com/
http://tandfkyoto.web.fc2.com/kiroku/index.htm
http://gold.jaic.org/jaic/icaak/index.htm
k-sacura-tfc@ca2.so-net.ne.jp　(櫻井)

関西学連HP
メールアドレス

ミラーサイト
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